
「これからの地域共生社会を担う

社会福祉士としての挑戦」

12月7㊏・8㊐

■７日（土）13：30～17：００ 全体講演

「それぞれの立場から見た地域共生社会」
実践報告 一般社団法人セカンドストーリー 代表 山中 しのぶ氏

実践報告 特定非営利活動法人しいのみ 事務局長 濱村 美香氏

講演 高知県立大学社会福祉学部 教授 矢吹 知之氏

パネルディスカッション

■８日（日）9：50～11：5０ 分科会

参加費
社会福祉士会員 3,000円

非会員社会福祉士 5,000円

一般市民（1日目のみ） 1,000円

学生 500円

〔共催〕 高知県社会福祉士会/高知県立大学

お問い合わせ／お申込み

高知県社会福祉士会事務局 高知県高知市本町４丁目1‐37

TEL088‐855‐5921 kochicsw@leaf.ocn.ne.jp

県立牧野植物園

鰹のたたき

土佐あかうし

提供／高知県観光コンベンション協会

令和６年

会場

高知県立大学 永国寺キャンパス
教育研究棟１階 A105 ／A109 ／A110

高知県高知市永国寺町２番２２号

2024年度四国地区

社会福祉士

合同研修会
in 高知

お申し込みはこちらから

↓↓↓



大会趣旨

昨今の地域社会は、高齢化や核家族化が進み、人口減少とあいまって地域の支えあいの基盤が弱体化し

ています。困りごとを支える保健福祉サービスは対象者別・機能別に一定整備が進んでいますが、制度の狭

間の問題や複合的な課題を抱える方が増加しています。

このような状況下、国は地域共生社会の理念を掲げ、制度分野ごとの「縦割り」や、「支え手」「受け手」とい

う関係を超えて、多様な主体が参画して支えあう社会を目指しています。

社会福祉士は、地域共生社会づくりの一翼を担う専門職として、個々の職域に応じ、個別の困りごとに寄

り添う活動から地域づくりや施策形成まで多様な活動が求められています。

本研修会では、「これからの地域共生社会を担う社会福祉士としての挑戦」をテーマに、多様な社会福祉士

実践者が集い、実践の質の向上を図ることを目的として開催します。

大会プログラム

会場

高知県立大学永国寺キャンパス教育研究棟１階

Ａ105／Ａ109／Ａ110

高知市永国寺町２番22号

参加費

社会福祉士会員 3,000円

非会員社会福祉士 5,000円

一般市民（1日目のみ） 1,000円

学生 500円

申し込み方法

スマートフォンで表面QRコードから申し込みください。

ＱＲコードでの申し込みがうまくいかない場合は、別紙申込書に記載し、

ＥメールもしくはＦＡＸで高知県社会福祉士会事務局に送信してください。

申し込み締切：令和６年11月15日（金）

１日目 令和６年１２月７日（土） ２日目 令和６年１２月８日（日）

13:30～17:00 実践報告・講演

「それぞれの立場から見た地域共生社会」

実践報告 一般社団法人セカンドストーリー

代表 山中 しのぶ 氏

実践報告 特定非営利活動法人しいのみ

事務局長 濱村 美香 氏

講 演 高知県立大学社会福祉学部

教授 矢吹 知之 氏

ディスカッション

懇親会

9:00～11:50 分科会

発表①「支援拒否のある方へのアプローチ」

助言者：高知県立大学社会福祉学部

教授 西梅 幸治 氏

発表②「精神保健福祉領域の

社会福祉士の実践」

助言者：高知県立大学社会福祉学部

教授 西内 章 氏

発表③「住民と協働し

地域の課題に取り組む社会福祉士」

助言者：高知市社会福祉協議会地域協働課

課長 古谷 まり子 氏


